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日曜・休日当番医　※診療時間は9時〜 17時です

こども急病電話相談　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。
＃8000（プッシュ回線・携帯電話）／☎043（242）9939（ダイヤル回線）
相談日時　毎日　19時〜 22時

《内科系》 《外科系》

4月7日㊐ 清水三郎医院
☎25－0776

菅原病院
☎２5－1171

4月14日㊐ ポプラクリニック
☎23－3111

宍倉病院
☎24－2171

※都合により、変更する場合があります。
消防本部通信指令課☎24-0119、525-8448へお問い合わせください。

「広報もばら」は再生紙を使用しています。

「わん！だふるタイム」に
ご協力を

　この運動は、犬の散歩やウォーキング
などを登下校の時間（8時頃、15時頃）
に行うことで、地域ぐるみで子どもたちの
安全を見守るものです。
　ご理解とご協力をお願いします。
【問合せ】市生活課（2階）
　　☎（20）1505、5（20）1600へ。

大豆油インク使用

▲「わん！だふるタイム」イメージキャラクター
「アンゼンちゃん」と「マモロー」

茂原市独自の測定結果（測定値　マイクロシーベルト／時）
測定地点 最　高 最　低 測定日

10保育所における地上
１ｍでの測定結果

0.072
（0.378）

0.051
（0.268） 3月12日

4幼稚園における地上
１ｍでの測定結果

0.076
（0.399）

0.052
（0.273） 3月13日

測定地点 集積桝 遊具付近 美術館入口 測定日

茂原公園における地上
１ｍでの測定結果

0.047
（0.247）

0.064
（0.336）

0.065
（0.342） 3月5日

萩原公園における地上
１ｍでの測定結果

0.057
（0.300）

0.062
（0.326） ―― 3月5日

※（　　）内の年率換算は、1日8時間の屋外活動を想定。
※μＳＶ／ｈ＝1時間あたりマイクロシーベルト
測定器名：ＨＯＲＩＢＡ　Ｒａｄｉ　ＰＡ－１０００

首 都 圏 中 央 連 絡 自 動 車 道 開 通 記 念 プ レ イ ベ ン ト

　市が実施した、市内の小学校14校の校庭における放射線量は左下表のとおりです。
　また、保育所、幼稚園、及び中核的な公園の放射線量の測定結果は右下表のとおりです。
　いずれも、「放射性物質汚染対処特措法」に基づく基本方針の、追加被ばく線量を年間１ミリシーベルト以下とするための基準、
１時間当たり0.23マイクロシーベルトを下回っており、市としては、健康に影響が無いものと判断しています。

お問い合わせは、
　市環境保全課（６階）☎（20）1504、5（20）1604へ。

茂 原 市 の 大 気 中 の 放 射 線 量 を お 知 ら せ し ま す

千葉県測定マニュアルに基づく測定結果（県様式）

測定地点
測定値※（マイクロシーベルト／時） 地面の

形　状
測定日
天　候地表1.0m 地表0.5m

茂 原 小 学 校 0.05 0.05 土 3月12日　晴
萩 原 小 学 校 0.05 0.05 土 3月12日　晴
東 郷 小 学 校 0.06 0.06 土 3月12日　晴
東 部 小 学 校 0.07 0.07 土 3月12日　晴
二 宮 小 学 校 0.07 0.07 土 3月12日　晴
緑ヶ丘小学校 0.05 0.05 土 3月12日　晴
西 小 学 校 0.07 0.07 土 3月12日　晴
五 郷 小 学 校 0.06 0.06 土 3月12日　晴
鶴 枝 小 学 校 0.07 0.07 土 3月12日　晴
中の島小学校 0.05 0.05 土 3月12日　晴
豊 田 小 学 校 0.06 0.06 土 3月12日　晴
本 納 小 学 校 0.06 0.07 土 3月12日　晴
新 治 小 学 校 0.07 0.06 土 3月12日　晴
豊 岡 小 学 校 0.06 0.06 土 3月12日　晴
※μSv ／ h＝１時間当たりマイクロシーベルト
測定機器名：日立アロカメディカル社製 TCS－172B（県統一機種）

SPOT
スポット

愛唱歌で茂原を明るく、若者が活躍する街へ…
茂原市愛唱歌「いつも憧憬（あこがれ）」を作詞　最

さい
首
しゅ
利光さん（64歳・早野）

▲記者会見会場でモバりんと一緒の最首さん

　３月11日、茂原市愛唱歌「いつも憧憬（あこがれ）」
の制作発表記者会見が茂原市役所で行われました。こ
れは「故郷に愛すべき歌があれば」と実現したプロジェ

クトで、ヴォーカルの担当はトワエモアの白鳥英美子
さん、そして作詞を担当しているのが最首利光さんで
す。
　５月頃までにCDの完成、７月にはコンサートの開
催を目指して現在制作を進めています。
　作詞を始めたきっかけは、シンガーソングライター
をしていた友人から依頼され、初めて作った曲がプロ
デューサーの目に留まったこと。最首さんが作詞を手
がけ、１９７６年２月にリリースされた「春うらら」は、
セールス40万枚の大ヒットを記録し、第５回東京音楽
祭世界大会ほか多くの音楽祭にエントリーされました。
　現在は税理士が本業のため、お付き合い程度でしか
作詞活動はしていませんが「愛唱歌をきっかけに茂原
市が明るくなり、未来を担う若者が活躍できる故郷（場
所）を提供することに繋がれば」との思いから書き下
ろしたそうです。
　歌詞の中では「あえて“茂原”というフレーズを使わ
ずに、茂原の素晴らしい魅力を訴えかけています」と
笑顔で話してくれました。


